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＊野口大作（のぐち　だいさく） 序章・第５章
①名城大学法学部教授
②「税負担に関する錯誤」名城法学第72巻１・２合併号（2022年）
　「マンション管理組合の目的の範囲に関する一考察―法人論からの検討を中心

に」マンション学第69号（2021年）

　濵田絵美（はまだ　えみ） 第１章・第２章
①熊本大学大学院人文社会科学研究部准教授
②『熊本地震と法・政策』（共著，成文堂，2022年）
　『法律行為論の諸相と展開』（共著，法律文化社，2013年）

　水野浩児（みずの　こうじ） 第３章・第８章
①追手門学院大学経営学部教授
②『債権の良質化における新展開』（経済法令研究会，2024年）
　「企業価値担保権の利活用とそのねらい」銀行法務21第68巻７号（2024年）

　岡田愛（おかだ　あい） 第４章・第９章
①京都女子大学法学部教授
②『物権・担保物権法〔第２版〕』（共著，嵯峨野書院，2023年）
　『同一性の錯誤』（一学舎，2015年）

　池内博一（いけうち　ひろかず） 第６章・第７章
①追手門学院大学法学部准教授
②『民法を知る１【総則・物権】』（共著，八千代出版，2015年）
　『物権法講義〈第２分冊〉―所有権・占有権・用益物権法』（共著，関西大学出

版部，2007年）
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